
灯台の大きさ

切取り線

山折り線

谷折り線

組立て方

踊り場

簡易灯ろう

ペーパークラフト　NO.122-2

山形県酒田市高砂

灯ろう部屋根

手すりを貼る

胴壁を貼る

灯塔を貼る

建物壁を貼る

１．折り線部は前もってしごいておく

２．切り取り後各パーツの形を整える（丸みを付ける）

３．筒状の部品は組み立て前に筒状に張付ける

４．灯ろう・手すりを組立て踊り場に張付ける

５．付属舎壁を組立て台紙に張付ける

６．灯塔下部を組立て屋根を張付け台紙及び壁に張付ける

７．灯塔上部と中間部を組み立て灯塔下部に張付ける

８．灯塔上部に踊り場を取り付ける

９．完成

高さ：建物１１．０ｍ　 光り　水面から３１．３ｍ

灯塔の太さ：下部四角形２．１ｍ　上部円筒形 ２．０ｍ

光りかた： ８秒間に１回白く光る（ＬＢ－Ｈ４０型灯器）

光りのとどく距離：白光　２８万カンデラ　１６．０海里（約30km）

P122-2

酒田灯台（二代目） １／２

酒田灯台（二代目：高砂灯台）　S,1/100

設置年月：昭和33年4月1日　(初点灯　明治２８年１０月２０日)
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